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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　層Ａと層Ｂとが交互に積層され、積層数が１６１層以上のフィルムであって、層Ａはエ
チレン－２，６－ナフタレンジカルボキシレートを主たる繰返し単位とする芳香族ポリエ
ステルからなり、その層厚みが０．０６～０．３μｍの範囲内にあり、層Ｂは全繰返し単
位を基準としてエチレンテレフタレート単位の割合が５０～９５モル％である共重合ポリ
エチレンテレフタレートからなり、その層厚みが０．０６～０．３μｍの範囲内にあり、
該フィルムの４０℃から１００℃における熱膨張率がフィルムの長さ方向および幅方向の
両方向において２６ｐｐｍ／℃以下であり、該フィルムは赤色光および緑色光の平均反射
率が７０％以上であり、青色光の平均透過率が８２％以上であることを特徴とする二軸延
伸光線選択反射フィルム。
【請求項２】
　層Ａおよび層Ｂにおける、それぞれの層での最大厚みと最小厚みの比（最大／最小）が
いずれも１．２～２．９である、請求項１に記載の光線選択反射フィルム。
【請求項３】
　層Ａが、全繰返し単位を基準としてエチレン－２，６－ナフタレンジカルボキシレート
単位が９０モル％以上を占める芳香族ポリエステルからなる、請求項１または２に記載の
光線選択反射フィルム。
【請求項４】
　ディスプレイ用である、請求項１～３のいずれかに記載の光線選択反射フィルム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光線選択反射フィルムに関し、さらに詳しくは赤色光および緑色光を反射し、
青色光を透過する光線選択反射フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　積層フィルムは、屈折率の低い層と高い層とを交互に積層することで、層間の構造的な
光干渉により、特定波長の光を選択的に反射または透過する光学干渉フィルムとすること
ができる。
　このような積層フィルムは、多層積層し、選択的に反射または透過する光の波長を可視
光領域とすれば、構造的な発色により意匠性に優れた、例えば玉虫色に見える真珠光沢を
有するフィルムを得ることができる。
　一方、液晶ディスプレイにおいて、バックライトの光利用効率を高くするために、バッ
クライトから出射された青色光によって蛍光体層を励起することで、赤色光、緑色光を発
光させて画像を得る方式のディスプレイが検討されている。
【０００３】
　かかる方式のディスプレイにおいて、蛍光体から発する光は等方的なため、一部の光は
バックライト側に出射してしまい、ディスプレイ外部に出射されない。そのため、バック
ライトの青色光は透過し、蛍光体の赤色光と緑色光は反射する光線選択反射フィルムをバ
ックライトと蛍光体層の間に設置することで、光利用効率を向上させることが検討されて
いる。（たとえば特許文献１、２）。
　かかる光線選択反射フィルムとして、例えば特許文献２において、低屈折率材料と高屈
折率材料とからなる多層積層膜から構成することができることが記載されており、厚さ約
１μｍのＳｉＯ２膜とＮｂ２Ｏ５膜との多層積層膜が例示されている。しかしながら、こ
のような無機物の積層は工程が煩雑になりやすい。
【０００４】
　またポリマーを用いた光線選択反射フィルムとして、特許文献３において低屈折率ポリ
マーと高屈折率ポリマーとからなる多層積層フィルムが記載されており、ポリエチレンナ
フタレート（ＰＥＮ）とポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）の多層積層フィルムからな
る、青色を透過し、５００～７００ｎｍの波長の光を反射する光線選択反射フィルムが検
討されている。しかしながら、低屈折率層として非晶性の樹脂を用いると熱膨張率が大き
くなりディスプレイ使用時のフィルムの変形が大きくなるため、熱膨張率の低下が求めら
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３０９２２５号公報
【特許文献２】特開２００９－１１５９２４号公報
【特許文献３】特表２００２－５０９２７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、上記従来技術が有していた問題を解消し、低い熱膨張率を持つことで
例えばディスプレイ使用時のフィルムの変形を小さくでき、かつ、赤色光および緑色光に
ついては高い反射特性、青色光については高い透過特性を有する光線選択反射フィルムを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、かかる目的を達成するために鋭意検討した結果、多層積層フィルムの高
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屈折率層と低屈折率層を構成する樹脂の組み合わせを制御すれば、赤色光および緑色光の
反射特性および青色光の透過特性を維持しながら、低い熱膨張特性を達成し得ることを見
出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　すなわち、本発明の目的は、層Ａと層Ｂとが交互に積層され、積層数が１６１層以上の
フィルムであって、層Ａはエチレン－２，６－ナフタレンジカルボキシレートを主たる繰
返し単位とする芳香族ポリエステルからなり、その層厚みが０．０６～０．３μｍの範囲
内にあり、層Ｂは全繰返し単位を基準としてエチレンテレフタレート単位の割合が５０～
９５モル％である共重合ポリエチレンテレフタレートからなり、その層厚みが０．０６～
０．３μｍの範囲内にあり、該フィルムの４０℃から１００℃における熱膨張率がフィル
ムの長さ方向および幅方向の両方向において２６ｐｐｍ／℃以下であり、該フィルムは赤
色光および緑色光の平均反射率が７０％以上であり、青色光の平均透過率が８２％以上で
あることを特徴とする二軸延伸光線選択反射フィルムにより達成される。
【０００９】
　また、本発明の光線選択反射フィルムは、その好ましい態様として、「層Ａおよび層Ｂ
における、それぞれの層での最大厚みと最小厚みの比（最大／最小）がいずれも１．２～
２．９であること」、「層Ａが、全繰返し単位を基準としてエチレン－２，６－ナフタレ
ンジカルボキシレート単位が９０モル％以上を占める芳香族ポリエステルからなること」
、「ディスプレイ用である、光線選択反射フィルムであること」の少なくとも１つの要件
を具備するものを包含する。
【発明の効果】
【００１０】
　従来よりも熱膨張率が小さいフィルムでありながら、赤色光および緑色光について高い
反射特性を有し、かつ青色光を透過する光線選択反射フィルムを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　＜積層構成＞
　本発明の光線選択反射フィルムは、層Ａと層Ｂとが交互に積層され、積層数が１６１層
以上のフィルムであって、層Ａはエチレン－２，６－ナフタレンジカルボキシレート単位
を主たる繰返し単位とする芳香族ポリエステルからなり、その層厚みが０．０６～０．３
μｍの範囲内にあり、層Ｂは全繰返し単位を基準としてエチレンテレフタレート単位の割
合が５０～９５モル％である共重合ポリエチレンテレフタレートからなり、その層厚みが
０．０６～０．３μｍの範囲内にあることにより、赤色光および緑色光を反射し、青色光
を透過する。
【００１２】
　（層Ａ）
　本発明における層Ａは、エチレン－２，６－ナフタレンジカルボキシレート単位を主た
る繰返し単位とする芳香族ポリエステルからなる。なおここでいう「主たる」とは、層Ａ
における芳香族ポリエステルの全繰り返し単位を基準として、８０モル％以上を占めるこ
とを意味し、好ましくは９０モル％以上、より好ましくは９５モル％以上であり、特に好
ましくは共重合成分を含まないホモポリエステルである。エチレン－２，６－ナフタレン
ジカルボキシレート単位が８０モル％未満の場合には、後述する第２の層との間に十分な
屈折率差を付与し難くなって、十分な反射特性を発現させることが難しくなることがある
。
【００１３】
　かかる芳香族ポリエステルに用いられる共重合成分としては、従来公知のものを使用で
き、例えば、イソフタル酸、テレフタル酸、オルトフタル酸、ナフタレンジカルボン酸（
２，６－ナフタレンジカルボン酸を除く）、ビフェニルジカルボン酸の如き芳香族カルボ
ン酸；コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、デカンジカルボン酸等の如き
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脂肪族ジカルボン酸；シクロヘキサンジカルボン酸の如き脂環族ジカルボン酸等の酸成分
や、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，５－
ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール等の如き脂肪族
ジオール；１，４－シクロヘキサンジメタノールの如き脂環族ジオール、ポリエチレング
リコール、ポリテトラメチレングリコール等のグリコール成分を挙げることができる。中
でもイソフタル酸、テレフタル酸、ネオペンチルグリコール、１，４－シクロヘキサンジ
メタノール、ジエチレングリコールが好ましく、特にイソフタル酸、テレフタル酸が好ま
しい。これらの共重合成分は、単独で用いてもよく、また２成分以上併用することもでき
る。
【００１４】
　かかる芳香族ポリエステルの固有粘度（オルトクロロフェノール、３５℃で測定）は、
好ましくは０．４０～０．８０ｄｌ／ｇであり、さらに好ましくは０．４５～０．７５ｄ
ｌ／ｇである。固有粘度がかかる範囲内にあれば、後述する第２の層との多層積層構造部
を有するフィルムを形成する際の製膜性が良好となる。
　なお、本発明の層Ａには、本発明の目的を損なわない範囲で他のポリマーや添加剤を少
量含有していてもよく、例えば不活性粒子などの滑剤、顔料、染料などの着色剤、安定剤
、難燃剤、発泡剤、紫外線吸収剤などの添加剤が例示される。
【００１５】
　（層Ｂ）
　本発明における層Ｂは、ポリエステルを構成する全繰返し単位を基準としてエチレンテ
レフタレート単位の割合が５０～９５モル％、好ましくは６０～９０モル％である共重合
ポリエチレンテレフタレート（以下、ポリエステル（Ｂ）と称することがある。）からな
る。エチレンテレフタレート単位の割合が上限を超える場合には、製膜時に結晶、配向化
しやすくなって層Ａとの間に屈折率差がつきにくくなり、反射特性が低下するので好まし
くない。一方、エチレンテレフタレート単位の割合が下限未満の場合には、製膜時（特に
押出時）の耐熱性や製膜性が低下するだけでなく、共重合成分が高屈折率性を付与する成
分である場合には、屈折率増加によって層Ａとの屈折率差が小さくなるというという問題
も起こる。エチレンテレフタレート単位の割合が上記の範囲内にあることにより、良好な
耐熱性、製膜性を維持しつつ、層Ａとの屈折率差を確保することができ、十分な反射率を
付与することができるようになる。
【００１６】
　なお、層Ａとの屈折率差を確保し、反射特性を高めるためには、後述する製膜時の熱固
定温度をポリエステル（Ｂ）の融点以上にして、層Ａの配向を維持しながら層Ｂのポリエ
ステル（Ｂ）を溶融し、層Ｂの配向を低下させて層Ａと層Ｂとの屈折率差をより大きくす
ることが好ましい。かかる観点から、ポリエステル（Ｂ）の融点は、前記の芳香族ポリエ
ステルの融点より１０℃以上、特に３０℃以上低いことが好ましい。
【００１７】
　好ましく用いられる共重合成分としては、イソフタル酸、２，６－ナフタレンジカルボ
ン酸、２，７－ナフタレンジカルボン酸等の芳香族ジカルボン酸、アジピン酸、アゼライ
ン酸、セバシン酸、デカンジカルボン酸等の脂肪族ジカルボン酸、シクロヘキサンジカル
ボン酸といった脂環族ジカルボン酸等の酸成分、ブタンジオール、ヘキサンジオール等の
脂肪族ジオール、シクロヘキサンジメタノールといった脂環族ジオール、スピログリコー
ル等のグリコール成分を挙げることができる。なかでもイソフタル酸、２，６－ナフタレ
ンジカルボン酸、シクロヘキサンジメタノール、スピログリコールが好ましく、これら以
外の共重合成分を含む場合には、その共重合量は１０モル％以下であることが好ましい。
【００１８】
　また、ポリエステル（Ｂ）のガラス転移温度は９０℃以下であることが好ましい。この
ようなポリエステルを使用することにより、層Ａの芳香族ポリエステルが配向するような
延伸条件で延伸した場合、層Ｂのポリエステル（Ｂ）にとっては高い延伸温度になるため
に配向が進まず、層Ａと層Ｂとの間に屈折率差をつけやすくなる。
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　本発明における層Ｂは、結晶性であることが、得られるフィルムの熱寸法安定性の観点
から好ましい。ここで結晶性とは、光線選択反射フィルムを昇温速度２０℃／分でＤＳＣ
測定したときに層Ｂに由来する融点が観察されることをいう。
【００１９】
　ポリエステル（Ｂ）の固有粘度（オルトクロロフェノール、３５℃で測定）は、好まし
くは０．４０～１．０ｄｌ／ｇであり、さらに好ましくは０．４５～０．９５ｄｌ／ｇで
ある。固有粘度がかかる範囲内にない場合には、層Ａを構成する芳香族ポリエステルの固
有粘度との差が大きくなることがあり、その結果交互積層構成とした場合に層構成が乱れ
たり、製膜はできたとしても製膜性が低下することがある。
　本発明の層Ｂも、前述の層Ａと同じく、本発明の目的を損なわない範囲で他のポリマー
や添加剤を少量含有していてもよく、例えば不活性粒子などの滑剤、顔料、染料などの着
色剤、安定剤、難燃剤、発泡剤、紫外線吸収剤などの添加剤が例示される。
【００２０】
　（添加剤）
　本発明の光線選択反射フィルムには、発明の目的の範囲内で各種添加剤を用いてもよく
、例えばフィルムの巻取り性を向上させるために、少なくとも一方の最外層に平均粒径が
０．０１～２μｍの不活性粒子を、層の重量を基準として０．００１～０．５重量％含有
させてもよい。不活性粒子の平均粒径が下限値よりも小さいか、含有量が下限値よりも少
ないと、フィルムの巻取り性を向上させる効果が十分に発現しないことがあり、他方、不
活性粒子の含有量が上限値を超えるか、平均粒径が上限値を超えると、フィルムの光学特
性の低下が生じることがある。
　好ましい不活性粒子の平均粒径は、０．０２～１μｍ、特に好ましくは０．１～０．３
μｍの範囲である。また、好ましい不活性粒子の含有量は、０．０２～０．２重量％の範
囲である。
【００２１】
　本発明の光線選択反射フィルムに含有させる不活性粒子としては、例えばシリカ、アル
ミナ、炭酸カルシウム、燐酸カルシウム、カオリン、タルクのような無機不活性粒子、シ
リコーン、架橋ポリスチレン、スチレン－ジビニルベンゼン共重合体のような有機不活性
粒子を挙げることができる。粒子形状は、凝集状、球状など一般的に用いられる形状であ
れば特に限定されない。
　なお、不活性粒子は、本発明の目的を奏する限りにおいて、最外層以外に含有させても
よく、たとえば最外層と同じ樹脂で構成される内部の層中に含まれていてもよい。
【００２２】
　＜光線選択反射フィルム＞
　本発明の光線選択反射フィルムは、上述の層Ａおよび層Ｂを交互に積層したものである
が、積層数を１６１層以上とすることで所望の光の反射率を向上させることができる。積
層数は好ましくは２３１層以上、より好ましくは２７５層以上である。積層数が多くなる
に従って、多重干渉による選択反射が大きくなり、反射率を高めていくことができるが、
得ようとする反射特性が得られれば、生産性を高めたり薄いフィルムを得るためには積層
数を減らしてもよく、例えば２００１層以下、好ましくは１００１層以下であってもよい
。
【００２３】
　（各層厚み）
　本発明における層Ａの層厚みは０．０６～０．３μｍの範囲内にあることが必要であり
、かつ層Ｂの層厚みも０．０６～０．３μｍの範囲内にあることが必要である。
　層Ａおよび層Ｂに、上述のポリエステルをそれぞれ用い、かつ各層の厚みを０．０６～
０．３μｍの範囲内にすることで、青色光を透過し、赤色光および緑色光を反射する光線
選択反射フィルムを得ることができる。下限未満の層厚みの層が存在すると反射波長が青
色光領域となり、青色光の透過率が低下するため、青色光を透過する機能を有する光線選
択反射フィルムを得ることが難しくなる。また、上限を超える層厚みの層が存在すると、



(6) JP 6411736 B2 2018.10.24

10

20

30

40

50

以下に述べる厚み比の調整によって２次ピーク（主反射ピークの１／２の波長）を除去し
ても、３次ピーク（主反射ピークの１／３の波長）が青色光領域に生じるため、青色光の
透過率が損なわれ、青色光を透過する機能を有する光線選択反射フィルムを得ることが難
しくなる。
【００２４】
　そして層Ａ、層Ｂの層厚みがそれぞれ０．０６～０．３μｍの範囲内にあることにより
、赤色光および緑色光について、多層積層構成による多重干渉により、選択的に反射させ
ることができる。層Ａ、層Ｂの層厚みは、より好ましくは０．０７～０．２μｍの範囲内
である。
　該光線選択反射フィルムの反射波長は、隣り合った層Ａと層Ｂの光学厚みの合計の２倍
に対応する。かかる光学厚みは、各層の屈折率と各層の厚みの積で表される。
【００２５】
　また、ラドフォードらの「Ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｉｔｙ　ｏｆ　Ｉｒｉｄｅｓｃｅｎｔ　
Ｃｏ　ｅｘｔｒｕｄｅｄ　Ｍｕｌｔｉｌａｙｅｒｅｄ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｆｉｌｍｓ」や
、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　ａｎｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ、Ｖｏｌ．１３、
Ｎｏ．３、１９７３年５月号にあるように、四分の一波長による多層干渉を利用した多層
フィルムは、主反射ピークが青色光領域に生じない場合でも、高次反射ピークが可視光領
域に生じると、高次反射による着色を示すことがあるため、高次反射を除くための適切な
光学厚みとすることが必要である。
　また本発明の光線選択反射フィルムにおいて、隣接する層Ａと層Ｂについて層Ａの光学
厚みに対する層Ｂの光学厚みの比が１．０の場合には、高次のピークのうち、２次（主反
射ピークの１／２波長）、４次（主反射ピークの１／４波長）を除去することができる。
【００２６】
　本発明の光線選択反射フィルムの場合、光学厚みの関係および各層の屈折率を考慮し、
隣接する層Ａの厚みに対する層Ｂの厚みの比（層Ａ／層Ｂ、実厚み比）が０．６～１．１
の範囲内となる組み合わせをより多くすることにより、青色光領域に生じる高次のピーク
を減らすことができ、青色光の透過率をより大きくすることができる。
　この関係は積層フィルムの層の大部分について成立していればよく、積層構成部の総層
数の７０％以上、好ましくは８０％以上、さらに好ましくは９０％以上、特に好ましくは
９５％以上について成立していればよい。
【００２７】
　また、層Ａおよび層Ｂにおいて、各層の厚みは、赤色光および緑色光領域での反射率を
向上させるため、層Ａにおける最大厚みと最小厚みの比が最大／最小で１．２～２．９で
連続的に変化させることが好ましい。また、層Ｂの各層の厚みも赤色光および緑色光領域
での反射率を向上させるため、最大厚みと最小厚みの比が最大／最小で１．２～２．９で
連続的に変化させることが好ましい。
【００２８】
　なお、本発明の光線選択反射フィルムは、層Ａ、層Ｂ以外にも積層構成部（光干渉層と
称することがある）の表層や中間層に０．５μｍを越える厚膜層が存在してもよい。かか
る厚みの層を層Ａと層Ｂとの交互積層構成の一部に有することにより、反射機能に影響を
およぼすことなく、層Ａおよび層Ｂの層厚みを調整しやすくなる。かかる厚膜層は、層Ａ
、層Ｂのいずれかと同じ組成、またはこれらの組成を部分的に含む組成であってもよく、
層厚みが厚いため反射特性には寄与しない。かかる厚膜層が表層に存在する場合、保護層
と称することがある。
【００２９】
　（フィルム厚み）
　本発明の光線選択反射フィルムのフィルム厚みは、取り扱い性等を考慮し、下限は１０
μｍ以上、さらには２０μｍ以上であることが好ましく、上限は２００μｍ以下、さらに
は１５１μｍ以下であることが好ましい。
【００３０】
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　（延伸フィルム）
　本発明の光線選択反射フィルムは、少なくとも一軸方向に延伸された延伸フィルムであ
ることが好ましく、さらに二軸方向に延伸された二軸延伸フィルムであることが好ましい
。延伸フィルムとすることにより、延伸方向における層Ａの屈折率を高めることができ、
層Ａと層Ｂの層間の屈折率差をより高めることができ、層数を減らすことができるため、
十分な反射特性を備えながらフィルム厚みを薄くすることができる。
【００３１】
　（塗布層）
　本発明の光線選択反射フィルムには、フィルムの滑り性を確保する観点から、フィルム
の少なくとも片面に易滑性の塗布層を設けることが好ましい。
　該塗布層を構成する樹脂成分として例えばポリエステル樹脂やアクリル樹脂が挙げられ
、また易滑性を付与するために滑剤（フィラー、ワックス）を添加することが好ましい。
　塗布層の形成方法として、塗布層を構成する組成物を含む水性塗液をフィルム製膜の任
意の段階でフィルム上に塗布する方法が挙げられる。
【００３２】
　＜光学特性＞
　本発明の光線選択反射フィルムは、赤色光および緑色光を反射し、青色光を透過する光
学特性を有する。ここで赤色光は近赤外領域の波長を含んでいてもよい。
　本発明の光線選択反射フィルムは、赤色から緑色の範囲での平均反射率は７０％以上で
あることが好ましく、より好ましくは８０％以上、さらに好ましくは９０％以上である。
赤色光および緑色光両方の反射率を高く保つことで、バックライトとして青色光を用い、
蛍光体層による励起によって赤色光、緑色光を発光させて画像を得る方式のディスプレイ
の反射フィルムとして用いた場合に、蛍光体からバックライト側に発せられた光を効率よ
く反射してディスプレイ外部に光を出射させ、ディスプレイの光利用効率を上げることが
できる。
【００３３】
　また、本発明の光線選択反射フィルムの青色光の平均透過率は５０％以上であることが
好ましく、より好ましくは６０％以上、さらに好ましくは７０％以上である。青色光の透
過率が下限値に満たないとバックライト光を反射してしまい、ディスプレイ外部に十分な
量の光を出射できないため、ディスプレイの光利用効率の低下につながる。
　本発明の光線選択反射フィルムは、このように特定の波長範囲について選択的に高透過
特性と高反射特性を備えることにより、バックライトとして青色光を用い、蛍光体層によ
る励起によって赤色光、緑色光を発光させて画像を得る方式のディスプレイの反射フィル
ムとして好適に用いることができ、ディスプレイの光利用効率を上げることができる。
【００３４】
　＜熱寸法安定性＞
　本発明の光線選択反射フィルムは、層Ａおよび層Ｂに前述のポリエステルを用いること
で、熱寸法安定性が良好なものとなり、ディスプレイ使用時のフィルムの変形を小さくす
ることができる。
　具体的には、本発明の光線選択反射フィルムの長手方向（連続製膜方向、縦方向、ＭＤ
方向と称することがある）および幅方向（横方向、ＴＤ方向と称することがある）におい
て、４０℃～１００℃における熱膨張率は２６ｐｐｍ／℃以下であることが好ましく、よ
り好ましくは２５ｐｐｍ／℃以下である。本発明の光線選択反射フィルムが延伸処理され
たものである場合には、この延伸方向について、かかる熱膨張率を達成しやすくなるので
好ましい。
【００３５】
　＜フィルムの製造方法＞
　以下に、本発明の光線選択反射フィルムを製造する方法について、二軸延伸フィルムを
例として説明する。
　本発明の光線選択反射フィルムを得るには、エチレン－２，６－ナフタレンジカルボキ
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シレート単位を主たる繰返し単位とする芳香族ポリエステル（層Ａ用樹脂）と、全繰返し
単位を基準としてエチレンテレフタレート単位の割合が５０～９５モル％である共重合ポ
リエチレンテレフタレート（層Ｂ用樹脂）とを、溶融状態で所望の積層数に重ね合わせた
状態で押出し、積層未延伸フィルム（シート状物とする工程）とする。このとき、層Ａお
よび層Ｂの膜厚みが、それぞれについてフィルムの厚み方向に段階的または連続的に変化
するように積層させることが好ましい。
【００３６】
　このようにして得られた積層未延伸フィルムは、製膜方向、およびそれに直交する幅方
向に延伸される。延伸温度は層Ａの樹脂のガラス転移温度の温度（Ｔｇ）～（Ｔｇ＋５０
）℃の範囲が好ましい。このときの延伸倍率は２～６倍であることが好ましく、さらに好
ましくは２．５～５倍、さらに好ましくは３～５倍である。延伸倍率が大きい程、層Ａお
よび層Ｂにおける個々の層の面方向バラツキが延伸による薄層化により小さくなるため、
光干渉が面方向に均一になる他、層Ａと層Ｂとの延伸方向の屈折率差、およびフィルム厚
み方向の屈折率差が大きくなるので好ましい。また、延伸倍率が大きい程、層Ａおよび層
Ｂの配向が進み、熱膨張率が低くなるので好ましい。
　このときの延伸方法は、棒状ヒータによる加熱延伸、ロール加熱延伸、テンター延伸な
ど公知の延伸方法を用いることができるが、ロールとの接触によるキズの低減や延伸速度
などの観点から、テンター延伸が好ましい。また、延伸後にさらに熱固定処理を施すこと
が好ましい。
【実施例】
【００３７】
　以下、本発明を実施例によりさらに具体的に説明するが、本発明はこれにより何等限定
を受けるものではない。なお、本実施例における各値は以下の方法に従って求めた。
【００３８】
（１）各層を構成する樹脂およびフィルムの融点（Ｔｍ）およびガラス転移温度（Ｔｇ）
　ポリマー試料またはフィルムサンプルを１０ｍｇサンプリングし、ＤＳＣ（ＴＡインス
ツルメンツ社製、商品名：ＤＳＣ２９２０）を用い、２０℃／ｍｉｎの昇温速度で、融点
およびガラス転移温度（Ｔｇ）を測定した。
【００３９】
（２）各層の厚み
　フィルムサンプルをフィルム長手方向２ｍｍ、幅方向２ｃｍに切り出し、包埋カプセル
に固定後、エポキシ樹脂（リファインテック（株）製エポマウント）にて包埋した。包埋
されたサンプルをミクロトーム（ライカマイクロシステムズ社製「ＵＬＴＲＡＣＵＴ」（
登録商標）ＵＣＴ）でフィルム幅方向に垂直に切断し、５ｎｍ厚の薄膜切片にした。透過
型電子顕微鏡（（株）日立ハイテクノロジーズ製Ｓ－４３００）を用いて加速電圧１００
ｋＶにて観察撮影し、写真から各層の厚みを測定した。
　また、得られた各層の厚みをもとに、層Ａにおける最小層厚みに対する最大層厚みの比
率、層Ｂにおける最小層厚みに対する最大層厚みの比率をそれぞれ求めた。
　また、得られた各層の厚みをもとに、層Ａの平均層厚み、層Ｂの平均層厚みをそれぞれ
求め、層Ａの平均層厚みに対する層Ｂの平均層厚みを算出した。
　なお、最外層または交互積層中に０．５μｍを超える厚みの厚膜層が存在する場合は、
それらは層Ａ、層Ｂから除外した。
【００４０】
（３）フィルム全体厚み
　フィルムサンプルをスピンドル検出器（アンリツ（株）製Ｋ１０７Ｃ）にはさみ、デジ
タル差動電子マイクロメーター（アンリツ（株）製Ｋ３５１）にて、異なる位置で厚みを
１０点測定し、平均値を求めフィルム厚みとした。
【００４１】
（４）光学特性（赤色光および緑色光の平均反射率）
　分光光度計（島津製作所製ＵＶ－３１０１ＰＣ）に積分球を取り付け、ＢａＳＯ４白板
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を１００％とした時の反射率を波長３００～１３００ｎｍにわたって測定した。測定条件
は、スキャン速度２００ｎｍ／秒、スリット幅２０ｎｍ、サンプリングピッチ２．０ｎｍ
とした。得られたチャートより２ｎｍ間隔で反射率を読み取り、５００～８００ｎｍの範
囲で平均値を求めた。
【００４２】
（５）光学特性（青色光の平均透過率）
　分光光度計（島津製作所製、ＭＰＣ－３１００）を用い、各波長での硫酸バリウム積分
球に対する相対分光透過率を波長３００ｎｍから１３００ｎｍの範囲で測定した。得られ
たチャートより２ｎｍ間隔で透過率を読み取り、４００～４９０ｎｍの範囲で平均値を求
めた。
【００４３】
（６）熱寸法安定性（熱膨張率）
　得られたフィルムを、フィルムの製膜方向または幅方向が測定方向となるようにそれぞ
れ幅４ｍｍに切り出し、真空理工製ＴＭＡ３０００にセットし、チャック間距離を２０ｍ
ｍとし、空気雰囲気下で測定を行った。フィルム厚み５０μｍあたり４９ｍＮの荷重をか
けた状態で３０℃から１７０℃まで５℃／ｍｉｎで昇温したあと、１７０℃で３０分保持
した後、その後室温まで降温させる。その後３０℃から１７０℃まで２℃／ｍｉｎで昇温
して、次式より温度膨張係数（αｔ：ｐｐｍ／℃）を算出し、これを熱膨張率とした。
αｔ＝｛（Ｌ１００－Ｌ４０）｝／（Ｌ×△Ｔ）｝×１０６＋０．５
ここで、上記式中のＬ４０は４０℃のときのサンプル長（ｍｍ）、Ｌ１００は１００℃の
ときのサンプル長（ｍｍ）、Ｌは２０ｍｍ（＝チャック間距離）、△Ｔは６０（＝１００
－４０）℃、０．５は石英ガラスの温度膨張係数（ｐｐｍ／℃）である。
【００４４】
　［実施例１］
　層Ａ用として融点２６７℃、固有粘度（オルトクロロフェノール、３５℃で測定）０．
６２ｄｌ／ｇのポリエチレン－２，６－ナフタレンジカルボキシレート（ＰＥＮ）、層Ｂ
用として融点２２４℃、固有粘度（オルトクロロフェノール、３５℃で測定）０．６５ｄ
ｌ／ｇのイソフタル酸成分１２モル％共重合ポリエチレンテレフタレート（ＩＡ１２ＰＥ
Ｔ）を用い、それぞれを乾燥させた後に押出機に供給し、ＰＥＮは３００℃、ＩＡ１２Ｐ
ＥＴは２８０℃まで加熱して溶融状態とし、層Ａ用ＰＥＮを９０層、層Ｂ用ＩＡ１２ＰＥ
Ｔを９１層に分岐させた後、層Ａと層Ｂとが交互に積層するような多層フィードブロック
装置を使用して積層し、その積層状態を保持し、さらに第３の押出機よりＰＥＮを供給し
て、総数１８１層の積層状態の溶融体の両側に保護層をさらに積層した。その際、層Ａお
よび層Ｂは、それぞれの層の最大層厚みと最小層厚みの比が最大／最小で１．７倍まで連
続的に変化するように、かつ、層Ａと層Ｂとの膜厚比が０．９：１になるように調整した
。また、保護層は全体の３０％となるよう第３の押出機の供給量を調整した。
　その積層状態のままダイへと導き、キャスティングドラム上にキャストして層Ａと層Ｂ
とが交互に積層された総数１８１層（上記保護層は数えず）の未延伸積層フィルムを作成
した。この未延伸積層フィルムを１３０℃の温度で製膜方向に４．５倍延伸し、さらに１
３５℃の温度で幅方向に４．５倍に延伸し、２３５℃で３０秒間熱固定処理を行い、厚み
２９μｍの二軸延伸積層フィルム（光線選択反射フィルム）を得た。得られたフィルムの
物性を表２に示す。
【００４５】
　［実施例２～３］
　積層数並びに層Ａ、層Ｂおよび保護層の厚みを表１に示すように変更した以外は、実施
例１と同様にして二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
【００４６】
　［実施例４～５］
　延伸倍率を表１に示すように変更した以外は、実施例１と同様にして二軸延伸積層フィ
ルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
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【００４７】
　［実施例６、７］
　層Ａ、層Ｂおよび保護層の厚みを表１に示すように変更した以外は、実施例２と同様に
して二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
【００４８】
　［比較例１］
　層Ｂ用の樹脂としてポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）を用いる以外は、実施例２
と同様にして二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
【００４９】
　［比較例２］
　層Ａおよび層Ｂの厚みを表１に示すように変更した以外は、実施例３と同様にして二軸
延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
【００５０】
　［比較例３］
　保護層、層Ａおよび層Ｂの厚みを表１に示すように変更した以外は、実施例２と同様に
して二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
【００５１】
　［比較例４］
　積層数並びに層Ａ、層Ｂおよび保護層の厚みを表１に示すように変更した以外は、実施
例１と同様にして二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの物性を表２に示す。
【００５２】
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【表１】

【００５３】
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【表２】

【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の光線選択反射フィルムは、赤色光および緑色光について高い反射特性を有し、
青色光について透過特性を有しながら、従来よりも熱膨張率が小さいので、例えばバック
ライトと蛍光体層の間に設置することにより、光利用効率を向上させる用途に好適に用い
ることができる。
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